
武道ツーリズム研究会ヒアリングシート 団体名：公益財団法人 日本武道館

武道ツーリズムの取組の現状報告

取組状況

⚫ホテルやアウトレットモール等と合わせた複合的
な大規模施設として国内10ヵ所でスノーリゾー
トを展開。

⚫小学生以下のリフト料金を全スキー場で無料
化する等の施策で、5年間でこどもの来場人
員が187％と伸長。

⚫夏のスキー場への集客施策として、日本最大
級の「サマーゲレンデ」を造成。2017年は対
前年比約150％の動員増。

⚫嬬恋ヒルクライム、GREAT EARTH（雫石・
函館）等、各地で国際大会を地域と連携し
て実施している。

⚫インバウンド獲得に向けた取組として、顧客の
認知と利用フェーズごとの情報拡散を行ってい
る。

課題と対応策
◎令和元年度は国内において、世界柔道選手権大会や空手プレミア

ムリーグ東京などの国際大会が実施された。

◎国レベルの国際大会や指導者講習会等は日本武道協議会加盟

団体ごとに毎年実施されている。

◎全国都道府県立武道館協議会においては、広島県が交流計画を

策定するなど、今後、取り組みが広がることが期待される。

◎日本古武道協会においては、大東流合気柔術が特別稽古を８

月に実施（６日間海外修業者130名参加、日本武道館研修セン

ター） するなど、各流派団体ごとに国際交流事業が実施されて

いる。

◎指導者層（コア層）

指導者層においては、毎年、日本武道協議会加盟団体ごとに国際大
会や指導者講習会などの事業が実施されており、武道の国際化に伴
い、今後も事業の自然拡大が期待される。

◎中間層（ミドル層）

今後の武道ツーリズム拡大が期待できるのはこの中間層である。

全国都道府県立武道館協議会及び日本古武道協会加盟団体は、い
ずれも活動拠点が全国に広がっており、日本武道協議会各都道府県
連盟を含め、各団体、流派が実施する国際交流事業は、指導者層と
中間層が対象となっている。

課題は次の3点である

①いかに相手側のニーズを掘り起こすのか ⇒ 固まりをどう掴むか

➁どのようなネットワークで連絡調整するのか ⇒ 誰が、どのような

団体がマネジメントするのか

③日本側はどのような態勢で受け入れるのか ⇒ 会場、宿泊所、指

導者、受講料等をどうするのか。

この中間層の掘り起こしと実行こそが武道ツーリズムの将来の鍵とい
える。

◎初心者層（ライト層）

武道は基礎基本が大事で、交流には一定の技能習得が必要である。
初心者がいきなり、国際交流ということは武道の世界においては考え
られない。よって、初心者層については、各地のお城巡りや忍者屋敷
などの観光で対応していくことになると考えられる。

以上

（資料4）



武道ツーリズム研究会ヒアリングシート Google、内閣官房クールジャパン地域プロデューサー 陳内裕樹

団体名：〇〇〇〇〇
武道ツーリズムの取組の現状報告

取組状況

⚫ホテルやアウトレットモール等と合わせた複合的
な大規模施設として国内10ヵ所でスノーリゾー
トを展開。

⚫小学生以下のリフト料金を全スキー場で無料
化する等の施策で、5年間でこどもの来場人
員が187％と伸長。

⚫夏のスキー場への集客施策として、日本最大
級の「サマーゲレンデ」を造成。2017年は対
前年比約150％の動員増。

⚫嬬恋ヒルクライム、GREAT EARTH（雫石・
函館）等、各地で国際大会を地域と連携し
て実施している。

⚫インバウンド獲得に向けた取組として、顧客の
認知と利用フェーズごとの情報拡散を行ってい
る。

課題と対応策
武道ツーリズム×Society5.0時代の仕組みづくり（骨太の方針2019）

１，デジタルマーケティングの手法を活用したJNTOや各地の取り組み
が進む

事例）JNTO事例紹介動画

https://www.youtube.com/watch?v=6W3qEnkqkmM

１）デジタルファースト宣言

別府市、都城市、浜松市、複数の都道府県が検討中

デジタルファースト条例（理念条例）を制定する事例も進行中

２）デジタル投資５０％以上

事業予算の５０％以上のデジタル化を目安とするのが国際標準

フランス70％、アメリカ63%、タイ45％、韓国36% 

３）作る：届ける：計測する＝３：６：１

サーロインの法則

佐賀市、釧路市、与論町

２，YouTube動画を活用した国際広報

全日本空手道連盟がYouTubeチャンネルを開設

https://www.youtube.com/channel/UCuRYr09nQrX1cAzqobI2ohw

１，デジタルファースト合意形成

武道ツーリズム推進のためには、

体験素材の磨き上げ、受入環境整備、プロモーションいずれの領域も

“デジタルファースト“で施策を展開する

２，デジタルマーケティングを推進する体制強化

１）組織強化

スポーツ庁や地域にデジタルマーケティング専門統合組織の新設

例）広島県 デジタルトランスフォーメーション戦略本部

JNTO デジタルマーケティング戦略室 （センターに昇格予定）

２）人材強化

中途採用、兼業採用で、デジタル人材の民間登用

例）東京都: ヤフーの宮坂社長を副知事に登用

経産省：空飛クルマPJT→週一官僚制度で2000名の専門人材応募

３）予算強化

事業予算の50%以上はデジタル上の投資する

https://www.youtube.com/watch?v=6W3qEnkqkmM
https://www.youtube.com/channel/UCuRYr09nQrX1cAzqobI2ohw


武道ツーリズム研究会ヒアリングシート 団体名：Voyagin 

武道ツーリズムの取組の現状報告

取組状況

訪日観光客向け体験予約サイト“Voyagin”で
は、武道をキーワードにした体験を販売中。
キーワードとしては“Samurai”が圧倒的に多
い。

• Samurai（侍）：52体験

• Karate（空手）：9体験

• Kendo（剣道）：4体験

• Aikido（合気道）：2体験

• Judo（柔道）：0体験

• ※Ninja（忍者）：29体験

その中で、実際に武術を学ぶ体験について
は、有段者（黒帯）の師範から直接教えてもら
える内容が人気が高い。加えて、5つ星の高
評価口コミを得ており満足度も高い結果とな
っている。

課題と対応策

＜体験の新規開発＞

SamuraiやNinjaといったキーワードで体験を
探している訪日観光客のニーズが強いため、
首都圏のみならず、全国的に外国人目線で
魅力的にうつる体験を用意するべき。

＜面での訴求＞

点での訴求にとどまっているため、武道を面
で訴求していくべき。例えば、スポーツ庁とし
ての特設サイトを用意したのち、販路を拡大
していく。 （参考）

環境省と国立公園のハブペー
ジと各20公園の特設ページを
準備。Voyagin経由でExpediaに
も販路を拡大。



料金：72,600円（2名） 所要時間：7時間（9am-4pm）

• 岐阜県羽島の体験。職人と作った小刀を持ち帰ることができる。

• 料金も安くはなく、アクセスが良いとも言えないが、圧倒的に評価の高い口コミの影響で、毎月50人前後（約

150-200万）が予約する体験に。最近は、欧米豪からリピーターが生まれている。

鍛冶体験

（参考）人気No.1のサムライ切り口体験





＜磨き上げのポイント＞

⚫ タイトル
✓ 鍛冶体験を“Blacksmith”と直訳するのではなく、“Samurai knife”という
表現に設定。（実際に小刀を持ち帰ることが可能。）

✓ samuraiというキーワードで体験を検索している訪日観光客が多いため、検索
サイトからの流入増にも寄与。

⚫ アクセス
✓ “岐阜県”と訴求しても、土地勘を持たない訪日観光客が多数なので、“京都
から30分”で現地に向かえる旨をPR。

⚫ 料金
✓ 5つ星の評価が積み上がったタイミングで、2名・約65,000円から2名・約

72,000円に値上げを実施。（満足度は変わらず）
✓ 加えて、10,000円を追加で支払うことで1組限定のオプションも設定。

（参考）人気No.1のサムライ切り口体験



料金：24,000円（2名） 所要時間：2時間（10am- 13pm- ）

• 京都駅から約15分の大宮駅での侍体験。

• 着物に着替えたのち、武士道の説明を受けながら、実際の日本刀を扱える体験。最後には、禅を行う。毎月

120名以上（約150万）が予約する人気体験に成長。

侍体験

（参考）人気No.2のサムライ切り口体験



成功事例の口コミからも欧米豪のニーズを深く理解することができる

出所：Voyagin口コミデータ参照

満足しているポイント 投稿された写真

⚫ ホストが歴史や精神文化を英語で体験者に情熱を持っ
て自らの口で語る（カタコトでもいいので）

⚫ 衣装や刀やワラなどの小物などにも本物を求めている
（派手さは必要ではない）

⚫ 体験内容のみならず、その土地や建物からも、日本の歴
史や文化を体感できることが求められている

⚫ 体験者自らの写真を投稿して満足してファンになっている
ユーザーが多いため、本人が体験している様子を写真や
ビデオにおさめてあげることが必要（フォトジェニックな場
所と衣装）

⚫ 地元の日本文化を継承している事業者の方々との交流
そのものに価値を感じている

⚫ 体験当日までの丁寧なコミュニケーションとフォローが体
験全体の満足度を顕著にあげている

（参考）人気No.2のサムライ切り口体験



「匠の技」というテーマで、①焼き物、②和紙、③ナイフ・刀の切り口の体験コンテンツを企画・推進。

（参考）岐阜県との取組事例（2018年〜）



（参考）岐阜県との取組事例（2018年〜）

ダマスカス柄のナイフを作ることができる非常にユニークな鍛冶体験。口コミ満足度も非常に高い。



（参考）岐阜県との取組事例（2018年〜）

サムライナイフの鍛冶体験と居合い斬り体験を組み合わせた体験。



武道ツーリズム研究会ヒアリングシート

武道ツーリズム：2019年 空手ツーリズムの取組報告

取組状況

⚫ホテルやアウトレットモール等と合わせた複合的
な大規模施設として国内10ヵ所でスノーリゾー
トを展開。

⚫小学生以下のリフト料金を全スキー場で無料
化する等の施策で、5年間でこどもの来場人
員が187％と伸長。

⚫夏のスキー場への集客施策として、日本最大
級の「サマーゲレンデ」を造成。2017年は対
前年比約150％の動員増。

⚫嬬恋ヒルクライム、GREAT EARTH（雫石・
函館）等、各地で国際大会を地域と連携し
て実施している。

⚫インバウンド獲得に向けた取組として、顧客の
認知と利用フェーズごとの情報拡散を行ってい
る。

課題と対応策
（内閣府沖縄総合事務局受託事業による取り組み）

✓ 空手ツーリズムの確立と適正な推進に向けた、プラットホーム（拠点・

窓口）の構築が必要

→県内 協議会開催等での議論（将来的な取り組みに繋げる等）

→事業化及び連携等による可能性検討

✓ 空手関係者や観光事業者等のステークホルダー及び関係者の巻き

込み、空手ツーリズムに対する機運醸成が必要

→セミナー開催（空手ツーリズムの魅力、可能性等に関する示唆）

→意見交換できる機会の創出（連携体制構築の必要性等）

✓ 受入環境整備が必要（ガイド育成、多言語対応等）

→セミナー開催（通訳案内士や観光ガイド等に対し、沖縄空手に

関する情報のインプットや体験等を通してスキルを身につける）

→多言語ツール等の整備（空手独自の訳し方等への注意が必要）

✓ ターゲットに応じたコンテンツ造成が必要

→デジタルマーケティングの活用（ビックデータ分析、ニーズ調査等）

→商品化に向けたフレームワークの活用（仮説・検証サイクル等）

※JTBではDMOや民間企業と連携し、沖縄での武道ツーリズムの推進を

皮切りに、モデルとなる魅力ある商品造成と受入整備により、お客様と地

域に喜んで頂く 「武道×地域」の交流促進で消費拡大を目指したい。

「訪日グローバルキャンペーンに対応したコンテンツ造成事業『空手発祥の地・沖縄』空手ツーリズムコンテンツ造成事業」

団体名：空手ツーリズムコンテンツ造成事業に関して
（沖縄県：事務局 JTB沖縄・OCVB・国際大学GLOCOM）



取組状況

武道ツーリズム研究会ヒアリングシート 団体名：ｳｨﾘｱﾑﾘｰﾄﾞ（和の杜）

●ホテルやアウトレットモール等と合わせた複合的
な大規模施設として国内10ヵ所でスノーリゾー
トを展開。

●小学生以下のリフト料金を全スキー場で無料
化する等の施策で、5年間でこどもの来場人員
が187％と伸長。

●夏のスキー場への集客施策として、日本最大
級の「サマーゲレンデ」を造成。2017年は対前
年比約150％の動員増。

●嬬恋ヒルクライム、GREAT EARTH（雫石・
函館）等、各地で国際大会を地域と連携して
実施している。

●インバウンド獲得に向けた取組として、顧客の
認知と利用フェーズごとの情報拡散を行っている
。

武道ツーリズムの取組の現状報告

課題と対応策

欧州、北米、オセアニア向けに、観光＋文武両道セミナーを提案中。

試験的に参加者50名～60名程度のセミナーを2回実施。その経験から欧米
からの旅行客は想像以上に日本文化に興味を持っていて、より奥深い日
本体験をしたがっているということが分かった。

コンテンツは私が長年取り組んでいる、合氣道、書道、その他周辺の全て
の日本文化を組み合わせて利用して行っている。結果として、相互に価値
を高めあう大きな効果がある。

現在小規模にてセミナーを継続実施中。

またよいコンテンツがあるので、協業できる旅行代理店を探している。

スポーツツーリズム、武道ツーリズムも幅広い連携があってこそ大きな効
果がある。現状のような‘それぞれ‘取り組むのでは成果がない。

行政の垣根を取り払い、一体となって活動する必要があるであろう。

※なお参考までに別紙にて前回作成した資料を添付します。



スポーツ/武道ツーリズムへの
取り組み

和の杜/ウィリアム リード



すそ野を広げる

• コアな武道探究者や特定スポーツに興味のある
人々は、アプローチせずとも自ずとやってくる

単体のコンテンツでの提案では分母は増えて行か
ない。

そこで！
複合的なアプローチで展開。
関連性の徹底的掘り下げ。



文武合一/複合的アプローチ
体
験

• 書道体験
文字を書く、墨を磨る

• 古武術・なんば歩き体験
体の使い方、歩き方の修正

• ヒモトレ
驚きの効果体験

どんな効果？

• 生活に活かす
ちょっと体が楽になる

• 仕事に活かす
ストレスの軽減

• 武道活かす
技術向上

• スポーツに活かす
技術向上、怪我の予防
集中力の向上



文武合一セミナー事例

書 道 古 武 術



Before After

修 験 道

茶 の 湯

ひ も ト レ



「場」が 重 要

恵林寺：1330年夢窓国師創建



武道ツーリズム研究会ヒアリングシート 団体名：日本航空

武道ツーリズムの取組の現状報告

取組状況

⚫ホテルやアウトレットモール等と合わせた複合的
な大規模施設として国内10ヵ所でスノーリゾー
トを展開。

⚫小学生以下のリフト料金を全スキー場で無料
化する等の施策で、5年間でこどもの来場人
員が187％と伸長。

⚫夏のスキー場への集客施策として、日本最大
級の「サマーゲレンデ」を造成。2017年は対
前年比約150％の動員増。

⚫嬬恋ヒルクライム、GREAT EARTH（雫石・
函館）等、各地で国際大会を地域と連携し
て実施している。

⚫インバウンド獲得に向けた取組として、顧客の
認知と利用フェーズごとの情報拡散を行ってい
る。

課題と対応策
※イベントの実施や関係団体との調整、集客状況、対象国等

報告ください。写真なども活用いただいても構いません。

●一般社団法人九州観光推進機構が進める、九
州地区に点在する「侍」武道に係るコンテンツ
を「SAMURAI KYUSHU」のブランドで統一し
、情報発信、インバウンド誘客に繋げるプロジ
ェクトの支援・サポートを行っている。

例）

・城や武家屋敷を活用し、宿泊施設不足を補う
と共に、宿泊自体をコンテンツ化する。

・着地型体験プログラムの磨き上げを行う。

（例：日本刀試し切り：大津町、

刀鍛冶：荒尾市など）

●剣道クリニックを大学と連携して開催し、指
導者からの実技・理論を学ぶ機会を提供すると
共に、学生との国際交流の機会を提供する。

●世界各地の剣道大会へ協賛し、感度が高い剣
道有段者へ、上記プロジェクト及び剣道クリニ
ックに関する情報発信を行う。

※今後武道ツーリズムに取り組む上での課題と対応策の共有を

お願いします。（例：○のため、ベーシックプログラムが必要。○○
のため、全国レベルの推進団体が必要 等）

●剣道界は、師匠＝弟子の関係が強固な故、い
くら弟子に向学心が強くとも、第三者的指導者
から教えを請う剣道クリニックの開催は、弟子
の立場上参加が難しいことが判明。

他方、日本政府（スポーツ庁）の後援があれ
ば、師匠の理解を得られる旨も確認。そこで、
弟子たちがクリニックに参加しやすい環境を整
え、武道ツーリズムの実現へと繋げるために、
スポーツ庁）からの後援をいただきたい。

●武家屋敷などを民泊法を活用し宿泊施設にす
る場合に、各自治体の教育系部所が管轄してお
り、観光への活用に難色を示すケースが散見さ
れる。



武道ツーリズム研究会ヒアリングシート 団体名：KNT-CTホールディングス

武道ツーリズムの取組の現状報告

取組状況

⚫ホテルやアウトレットモール等と合わせた複合的
な大規模施設として国内10ヵ所でスノーリゾー
トを展開。

⚫小学生以下のリフト料金を全スキー場で無料
化する等の施策で、5年間でこどもの来場人
員が187％と伸長。

⚫夏のスキー場への集客施策として、日本最大
級の「サマーゲレンデ」を造成。2017年は対
前年比約150％の動員増。

⚫嬬恋ヒルクライム、GREAT EARTH（雫石・
函館）等、各地で国際大会を地域と連携し
て実施している。

⚫インバウンド獲得に向けた取組として、顧客の
認知と利用フェーズごとの情報拡散を行ってい
る。

課題と対応策
今年8月に開催された「世界柔道2019」に合わせて全日本柔道連盟様
、講道館様のご協力を頂きツアーを実施。観戦だけでなく資料館での

座学、講師（オリンピアン)よる解説を盛り込んだ内容で実施

【内容】

嘉納治五郎先生ゆかりの「講道館」特別見学と

「世界柔道2019観戦」ツアー

【設定】

設定日：8/25(日)、26(月)、27(火)、31(土)、9/1日(日)

＊計5コース設定

【ポイント】

・全日本柔道連盟様、講道館様の協力により実現

・メダリスト田辺陽子様の同行（説明・見どころ解説）

・講道館内・柔道資料館での解説（IJF特別展含め）

【行程】

講道館（柔道資料館、道場の見学）・・・食事・・・

・・・日本武道館（観戦） 終了後、解散

【お客様の声】

・柔道の歴史がわかって勉強になった

・田辺様の「見どころ解説」が、わかりやすかった

・ツアーとして申込できると安心（シニア層より）

●コンテンツの開発

・初心者と有段者の区別を明確にしたコンテンツ作成

＊ターゲットを明確にしたコンテンツが必要

・指導者の依頼先（窓口の明確さ）

＊講師料なども明確にする

・体験だけでなく歴史的な座学も必要

●人材の育成と確保

・歴史、文化を伝える人材確保

・資料館における言語対応

・指導者のための講座を充実

●受入環境（施設）の整備

・事務局機能の充実（場所、人材確保など）

＊受付、問合せ、当日対応など

・館内の内装や各種案内などハード面における充実

＊映像を使ったコンテンツ、多言語対応の説明

・体験時における用具の充実と管理

・施設周辺の案内

＊例:最寄り駅や施設周辺（自治体）に案内を設置



武道ツーリズム研究会ヒアリングシート 団体名：山形県村山市居合道抜刀術体験プログラム

武道ツーリズムの取組の現状報告

取組状況

⚫ホテルやアウトレットモール等と合わせた複合的
な大規模施設として国内10ヵ所でスノーリゾー
トを展開。

⚫小学生以下のリフト料金を全スキー場で無料
化する等の施策で、5年間でこどもの来場人
員が187％と伸長。

⚫夏のスキー場への集客施策として、日本最大
級の「サマーゲレンデ」を造成。2017年は対
前年比約150％の動員増。

⚫嬬恋ヒルクライム、GREAT EARTH（雫石・
函館）等、各地で国際大会を地域と連携し
て実施している。

⚫インバウンド獲得に向けた取組として、顧客の
認知と利用フェーズごとの情報拡散を行ってい
る。

課題と対応策
■2019年１月に居合道抜刀術体験プログラム販売開始

2019年 11月までの体験プログラム販売状況は〔資料１〕の通り

■着手～商品販売開始まで約２年かかった経緯は〔資料２〕の通り

■メディアの露出について

2019年２月～５月キー局のテレビ取材が相次いだ

・2月15日テレビ朝日 羽鳥慎一モーニングショー

・3月14日日本テレビ news every.

・5月10日 NHKあさイチおでかけ REPORT

・7月24日タイのテレビ番組「世界カンペ旅」テレビ朝日山形テレビ

ほか、山形県内ローカル局にて放映

・7月31日 JTB INBOUND SOLUTION JTBの訪日インバウンドビジネ
スソリューションインバウンド事例紹介

・10月18日訪日ラボにて事例紹介 伝統「居合道」は実際のところ観

光コンテンツになるのか？発祥の地、山形県村山市のインバウンド対
策事例

■トピックス

・ 7月23日スポーツ庁来訪（増井国光さん、大門理恵さん）

・ 9月24日サンマリノ共和国駐日大使 宮城県白石城にて体験

・ 9月25日米国の芸術家、チャズ・ゲスト氏体験（じゃらん）

・10月 9日日本ホテルズ社長、台湾の大手ホテル社長

・10月11日第29回日本耳科学会にて居合道デモ

・10月 9日山形県議会議員団視察 出張デモ

・10月29日 JTB主催外国人メディア招待

・11月16日サムライトレイン東武トップツアーズ 出張デモ

■課題１. 武道の体験プログラムを運営するための受けいれ体制づ
くり勉強会と、体験商品の品質の標準化の必要性について

・武道体験プログラムを運営する団体が集まって、運営のためのノ
ウハウを共有する。協議会的なものがあればいい。

・日本では、多くはイベント的なものが多く、常時受けいれ可能な
体験商品になっているところが少ない。

・武道ツーリズムの体験商品をつくる際の、安全性の確保、エンタ
ーメインメント性、外国人の対応の仕方、受け入れ態勢整備につい
ての資金調達などなどについて話し合いできることが望ましい。

・見る体験、やる体験、ともにレベルの高い商品が多くなることで
全体としての市場からの信頼度が増す。しっかりした体験プログラ
ムをつくるためには、武道指導者に観光客を相手にするためのノウ
ハウと受け入れ態勢づくりが必要。

・居合道の場合、保険加入がかなり難しいので解釈についてアドバ
イスがほしい。現在は施設賠償保険で対応。

■課題２. 武道ツーリズムとしての全体的なブランドづくり

・東京オリンピック、パラリンピック終了後の次の狙いとして、武
道ツーリズム世界大会のような大きなイベントを開催して、武道ツ
ーリズムニッポンを発信することで、ブランドイメージをつくり出
すというのはどうか。
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9月 7 3 1 1 1 1 90/1回
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12月
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比率（％） 76.7% 9.5% 0.7% 0.7% 0.7% 2.0% 4.1% 1.4% 0.7% 0.7% 1.4% 0.7% 0.7%

合計（人） 1497

〔資料1〕山形県村山市居合道体験プログラム参加者数の推移 武道ツーリズム第2回研究会ヒアリングシート報告用 20191030現在
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武道ツーリズム研究会ヒアリングシート 団体名：金沢文化スポーツコミッション

武道ツーリズムの取組の現状報告

取組状況

⚫ホテルやアウトレットモール等と合わせた複合的
な大規模施設として国内10ヵ所でスノーリゾー
トを展開。

⚫小学生以下のリフト料金を全スキー場で無料
化する等の施策で、5年間でこどもの来場人
員が187％と伸長。

⚫夏のスキー場への集客施策として、日本最大
級の「サマーゲレンデ」を造成。2017年は対
前年比約150％の動員増。

⚫嬬恋ヒルクライム、GREAT EARTH（雫石・
函館）等、各地で国際大会を地域と連携し
て実施している。

⚫インバウンド獲得に向けた取組として、顧客の
認知と利用フェーズごとの情報拡散を行ってい
る。

課題と対応策
「弓道」ｘ「茶道」ｘ「禅」を体験することで、日本人の精神世界を体感。

RWC2019の期間中、結果としてオーストラリアがメインターゲット。

料金57,000円/人 所要時間約4時間30分

弓道体験、茶道体験、鈴木大拙館、各体験指導料・入館料、記念Tシ
ャツ、道着レンタル、足袋、記念バッジ、修了証書、保険料等含む

（関係先）

石川県弓道連盟・裏千家奈良先生

星稜大学・鈴木大拙館

7日間1日4人限定で実施（28人）

販売数0件

鈴木大拙館（禅） 弓道体験 兼六園散策 茶道体験

（課題）

・「武道」（弓道）が体験できるというプロモーション

・体験のレベル（指導レベル）

・通訳のレベル（専門用語が多い）

・体験可能日が限定的

・フルパッケージ（弓道ｘ茶道ｘ禅）複雑（商品構成）

・販売時期・販売手法

（対応策）

・商品構成を見直すことで

１）指導レベルの見直し又は簡素化（映像・パネル利用）

２）体験可能日を増やす

３）価格帯を見直す

・常時体験可能及び予約ベースで設定

（所感）

オーストラリア向けG広告での反響はとても高く、非常に高い関心が

見受けられた。

着地型の体験商品として文化体験に加え「武道体験」が出来ることは

インバンドに向けて地域の大きな魅力醸成に繋がるので、継続して取
り組んでいく。

月刊「武道」の連載記事のような指導者サイドの機運醸成も重要であ
り、受入れ体制の整備（指導レベル等）、ライト層が門を跨げる状態を
作ることが重要である。


